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はじめに 

 日常の対面コミュニケーションにおいて，私たちは多感覚情報を巧みに利用している。言語

情報を含む場面では，音声などの聴覚情報のみならず，話者の表情や口の動きなどの視覚情報

が重要な役割を果たす。ヒトは，新生児期から発話に含まれる視―聴覚情報の一致性 (話者の

口の動きと音声が一致しているかどうか) を検出する能力をもち，月齢と共にその統合処理能

力を精緻化させていく。さらに，発話知覚はヒトの言語獲得に寄与することが明らかになって

おり，発話知覚の脆弱性が言語獲得の困難さや遅れと関連する可能性も指摘されている。また，

乳児期の発話知覚が音声産出と関連することや，社会的相互作用の質 (例えば，大人の発話ス

タイル) の違いによって変化することが議論されている。 

本稿では，(1) 新生児～乳児期の発話知覚の発達過程に関する研究をまとめる。さらに，生後

初期からの言語獲得において，発話知覚が果たす役割 (機能) についての先行研究を概観する。

次に，(2) 発話知覚の発達に，音声産出および社会的相互作用が影響する可能性を示す知見を

それぞれ挙げ，乳児期における言語獲得の様相を体系的に明らかにする。最後に，(3) 発話知覚

の脆弱性が報告されている自閉スペクトラム症を対象とした知見や，その脆弱性をもつ可能性

のある早産児の知見を挙げ，発話知覚と言語獲得との関連，およびその定型・非定型発達につ

いて考察する。これら 3 点について考察することで，本稿は，生後初期からの発話知覚の発達，

機能，メカニズム，およびその脆弱性について検討し，今後の言語発達研究について展望する。 

 

1. 発話知覚の発達と言語獲得との関連 

 他者の発話に含まれる視―聴覚情報を統合的に処理する能力は，いつ，どのように発達する

のだろうか。また，発話の知覚処理能力は，言語発達と関連するのだろうか。本章では，新生

児～乳児期における発話知覚の発達過程について概観し，言語獲得との関連性を論じる。 

 

1-1. 新生児～乳児期の発話知覚の発達 

ヒトは，新生児期から発話に含まれる視―聴覚情報の一致性を検出することができる 

(Aldridge, Braga, Walton, & Bower, 1999)。Aldridge らは，生後 4～33 時間の新生児が発話に含ま

れる視―聴覚情報の一致した映像刺激 (例えば，「/a/を発声する時の口形」と「母音音声/a/」) 

を，不一致した映像刺激 (例えば，「/a/を発声する時の口形」と「母音音声/i/」) に比べて選好
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することを，サッキングパラダイムを用いて示した。このように，発話に含まれる視―聴覚情

報が一致，不一致していることを区別する能力は，すでに新生児期からみられる。さらに，視

―聴覚情報を統合的に処理する能力は，月齢と共に発達する (Pons, Lewkowicz, Soto-Faraco, & 

Sebastián-Gallés, 2009)。2～4 ヶ月児は，発話に含まれる「口唇部の運き」と「音声」という視

―聴覚情報が時間的に非同期する (ずれている) よりも，同期している話者の顔をより長く注

視することが，選好注視法を用いた研究により示されている (Dodd, 1979)。さらに，Kuhl and 

Meltzoff (1982) は，生後 18～20 週の乳児が，/a/や/i/などの聴覚情報に一致した発話をしている

話者を視覚的に選好する (長く注視する) ことを，選好注視法を用いて示した。同様の結果は，

より低月齢の 2～4 ヶ月児においても示されている (Patterson & Werker, 1999; 2003)。さらに，

乳児において，発話に含まれる視―聴覚情報の一致性の検出は人工音声ではなされず，ヒトの

音声でのみ可能である (Kuhl & Meltzoff, 1984)。これは，ヒトの音声が，ヒトの顔にマッピング

されるというような領域固有的な要素をもつことを示唆している。また，ヒトが発話に含まれ

る視―聴覚情報を統合処理していることの証拠として，マガーク効果が知られている (McGurk 

& MacDonald, 1976)。マガーク効果は，視覚情報/ga/と聴覚情報/ba/が同時に提示された場合に，

経験した聴覚情報とは異なる音韻/da/を知覚する現象である。これは，聴覚情報が視覚情報の影

響を受けること，すなわち，視―聴覚情報が統合処理されていることに起因する現象であると

考えられている。乳児においては，5 ヶ月児でマガーク効果がみられる (Kushnerenko et al., 2008)。

これらの知見は，ヒトが生後早期から発話に含まれる視―聴覚情報の一致性を検出する能力を

もち，生後半年には視―聴覚情報を統合処理できるようになる可能性を示している。 

 

1-2. 発話知覚と言語獲得との関連 

 発話が聴覚情報のみの場合よりも，視―聴覚情報の場合，つまり，発話に含まれる情報量が

多いほど，言語獲得をより効率的にする可能性が議論されている (リダンダンシー効果; Bahrick, 

Hernandez-Reif, & Flom, 2005)。また，発話の視覚情報のみでも，乳児は言語 (母語であるかど

うか) の弁別が可能であることからも (Weikum et al., 2007)，発話の視覚情報には言語に関する

重要な情報が含まれていると考えられる。では，視―聴覚情報を含む発話を知覚する過程でみ

られる個人差は，乳児期の言語獲得の個人差と関連するのだろうか。 

近年，話者の顔に対する乳児の注視行動が，言語獲得と関連することが明らかになってきた。

Lewkowicz and Hansen-Tift (2012) は， 4，6，8，10，12 ヶ月児および成人が，物語の一節を朗

読している話者を観察時の視線反応を，視線追跡装置を用いて計測した。その結果，4 ヶ月児

は話者の目を長く注視した一方で，6 ヶ月児から 10 ヶ月児にかけて乳児は話者の目よりも口を

長く注視するようになること，母語を獲得しつつある 12 ヶ月児では口注視が少なくなること

が明らかになった。このことは，ヒトが母語を急激に獲得していく生後 1 年間で，話者の口に

対する注視の割合を増加させる時期があることを示している。さらに，Young, Merin, Rogers, and 

Ozonoff (2009) は，生後 6 ヶ月の時点で，母子相互作用中に母親の目に比べて口を注視した乳

児は，24 ヶ月時点での言語産出能力が高かいことを明らかにした。同様に，6 ヶ月児時点で画

面に提示された話者の口を長く注視した児ほど，12 ヶ月時点で言語理解能力が高かった 

(Imafuku & Myowa-Yamakoshi, 2012)。以上の知見は，乳児期に話者の口唇部を注視する傾向が，
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は話者の目を長く注視した一方で，6 ヶ月児から 10 ヶ月児にかけて乳児は話者の目よりも口を

長く注視するようになること，母語を獲得しつつある 12 ヶ月児では口注視が少なくなること

が明らかになった。このことは，ヒトが母語を急激に獲得していく生後 1 年間で，話者の口に

対する注視の割合を増加させる時期があることを示している。さらに，Young, Merin, Rogers, and 

Ozonoff (2009) は，生後 6 ヶ月の時点で，母子相互作用中に母親の目に比べて口を注視した乳

児は，24 ヶ月時点での言語産出能力が高かいことを明らかにした。同様に，6 ヶ月児時点で画

面に提示された話者の口を長く注視した児ほど，12 ヶ月時点で言語理解能力が高かった 

(Imafuku & Myowa-Yamakoshi, 2012)。以上の知見は，乳児期に話者の口唇部を注視する傾向が，

言語獲得を促進する可能性を示している。では，乳児の発話知覚の発達は，どのような要因に

影響を受けるのだろうか。 

 

2. 発話知覚と音声産出の関連 

乳児期における発話知覚は，音声産出の発達と関連している可能性が議論されている (e.g., 

Lewkowicz & Hansen-Tift, 2012)。本章では，新生児～乳児期にかけての音声産出の発達過程に

ついて概観し，発話知覚との関連性を検討する。 

 

2-1. 新生児～乳児期の音声産出の発達 

 音声産出の発達段階は，下記の5つの段階にまとめられる (Stoel-Gammon & Menn, 1997)。   

①発声期 (0～2ヶ月): せき，くしゃみ，泣きなどの反射的な音を出す時期，②クーイング期 

(1～4ヶ月): 母音に類似した発声をする時期，③拡張期 (3～8ヶ月): 共鳴のはっきりした母

音，音声レパートリーが増加する時期，④喃語期 (5～10ヶ月): 子音＋母音を組み合わせた音

節 (/bababa/や/mamama/など) を発声する時期，⑤意味発話期 (10～18ヶ月): 長いイントネー

ションで，バブリングや意味を含む発話をする時期。Kuhl (2004) のレビュー論文では，乳児

は生後3ヶ月で母語に存在する母音に類似した音声を産出するようになり，およそ生後10ヶ月

で母語に特化した音素 (子音，母音) の発声を始め，生後12ヶ月で初語を発話するようになる

ことを示した (図1)。 

 

図 1. 生後 1 年の発話知覚―産出能力の発達過程 (Kuhl, 2004 を一部改変) 

 

2-2. 発話知覚と音声産出の関連 

 乳児が，発話に含まれる視―聴覚情報を統合して知覚できるようになる背景には，どのよう

なメカニズムが関与しているのだろうか。1 つの仮説として，視―聴覚情報の統合処理は，外

部の視―聴覚情報を自己の調音運動表象にマッピングすることでなされる可能性が考えられて

いる (Kent & Vorperian, 2007; Kuhl & Meltzoff, 1984)。この仮説を支持する理論には，音声知覚

の運動理論 (motor theory of speech perception) がある (Liberman & Mattingly, 1985)。 

これに関連して，乳児を対象に発話知覚と音声産出との関連が検討されている。興味深いこ

とに，自身の口形が知覚する音素と同じ状態 (/i/なら口を横に開いた状態，/u/なら唇を突き出

した状態) で発話映像を観察した場合に，4.5 ヶ月児は，自身の口形と一致した音素を発話する
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話者に比べて，不一致した音素を発話する話者をより長く注視した (Yeung & Werker, 2013)。ま

た，日常生活において発声の頻度が多い 6 ヶ月児ほど，母音の視―聴覚情報が一致した話者を

選好した (Altvater-Mackensen & Grossmann, 2015)。10.5～12 ヶ月児を対象とした研究では，養

育者との相互作用場面において子音を発声する頻度の多かった乳児ほど，子音の弁別スコアが

高い傾向にあることが示されている (DePaolis, Vihman, & Nakai, 2013)。これらの知見は，自身

の調音運動 (音声産出) が，発話知覚に影響することを示唆する。一方で，発話知覚が自身の調

音運動に影響する可能性を示した知見は皆無である。今後はこの点に着目した研究を進める必

要があろう。 

 

2-3. 音声模倣 

 母語の音素体系や語彙を獲得するためには，乳児期における音声模倣が重要な役割を果たす

と考えられている (e.g., Goldstein, King, & West, 2003; Goldstein & Schwade, 2008)。音声模倣を

するためには，知覚した他者の発話情報を自身の運動情報に変換する必要がある。今福 (2015) 

は，感覚と運動を比較照合するシステム (感覚―運動システム) が音声模倣の背景にあるメカ

ニズムである可能性を示している。 

 新生児を対象とした研究では，/a/と/m/の聴覚刺激をそれぞれ提示された場合に，新生児は聴

取した音声に一致した口形運動 (/a/ならば口開け，/m/ならば口閉じ) を示すことが明らかにな

っている (Chen, Striano, & Rakoczy, 2004)。また，3 ヶ月児～5 ヶ月児を対象とした研究では，

乳児が 3 種類の母音 (/a/，/i/，/u/) の音声を模倣することが示されている (Kuhl & Meltzoff, 1996)。

しかし，新生児～乳児期の音声模倣の背後にある脳神経メカニズムに関する研究はこれまでの

ところ皆無である。この点を検討することで，発話知覚と音声産出との関連をより詳細に明ら

かにすることができると考える。 

 

2-4. 発話知覚に関わる感覚―運動システム 

 上述した，Liberman and Mattingly (1985) の音声知覚の運動理論は，私たちが他者の発話を知

覚する際に，外部から入力された感覚情報を自身の調音 (運動) 表象と照合している可能性を

提唱している。近年，この理論を支持する神経科学的知見が数多く報告されている。 

 まず，発話知覚に関わる脳神経ネットワークについて概観する (Bernstein & Liebenthal, 2014; 

図 2)。発話の音声に関連する聴覚情報は前部上側頭回 (aSTG; anterior superior temporal gyrus) で

処理され，顔や口の動きなどの視覚情報は後頭皮質 (OC; occipital cortex)，中側頭領域 (MT; 

middle temporal area)，紡錘状回 (FFA; fusiform face area) で処理される。その後，後部上側頭回

/溝 (pSTG; posterior superior temporal gyrus/sulcus) で発話の視―聴覚情報が処理され，体性運動

皮質 (SMC; somatomotor cortex) で視―聴覚情報間の一致性が照合，検出される。最後に，腹外

側前頭皮質  (VLPFC; ventrolateral prefrontal cortex)，背外側前頭皮質  (DLPFC; dorsolateral 

prefrontal cortex) で感覚―運動情報の表象や調音のための運動指令が実行される。このように，

発話知覚の際には，各脳部位が連結して情報処理を行っており，外部から入力された感覚情報

を自己の調音 (運動) 表象と比較照合するプロセスも関与する。 

また，発話知覚と産出の関係に関わる脳神経基盤に，ミラーニューロンシステム  (MNS; 
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き)，又は聴覚情報 (音声) を視聴時に，観察者の口元の運動誘発電位が増幅した (Murakami, 

Restle, & Ziemann, 2011)。これらの神経生理学的な知見は，発話知覚に感覚―運動システムが関
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図 2. 発話知覚に関わる脳神経ネットワーク (Bernstein & Liebenthal, 2014 を一部改変) 

 

ここまで，成人を対象とした研究を挙げたが，発話知覚に関わる感覚―運動システムはどの

ように発達するのだろうか。Imada et al. (2006) は，新生児，6 ヶ月児，12 ヶ月児が「母音/a/」

と「子音＋母音/pa/」を継時的に聴取した際の脳反応を，MEG (Magnetoencephalography) を用い

てミスマッチ陰性電位 (MMN; mismatch negativity) を記録することで調べた。この MMN は，

参加者が継時的に提示された 2 つの情報を区別していることを示す脳電位反応である。その結

果，6 ヶ月児，12 ヶ月児は，音声産出を担うブローカ野において有意な MMN の反応を示した。

6 ヶ月児は，自身で子音＋母音を組み合わせた音節を発声できるようになる時期である。した

がって，Imada らの研究は，音声産出経験が発話知覚時の情報処理に影響する可能性を示唆し

ている。一方で，発話知覚の文脈ではないが，乳児において，視―聴覚情報を含む他者の行為

観察経験が感覚―運動システムの発達に寄与している可能性も明らかになっている (Paulus, 

Hunnius, & Bekkering, 2013)。しかし，音声産出および発話知覚経験が，どのように感覚―運動

システムの発達に影響しているかについては未だ不明な点が多い。今後，この可能性を加味し

て，発話知覚に関連する感覚―運動システムの発達過程を検証する必要があるだろう。 

 

3. 社会的相互作用が乳児の発話知覚および音声産出に及ぼす影響 

ここまで，新生児～乳児期における発話知覚の発達過程，および音声産出との関連について

の知見を概観してきた。以降は，養育者や大人との相互作用 (社会的相互作用) が，乳児の発話

知覚と音声産出にどのように影響しうるのかについて検討する。 

 

3-1. 発話知覚への影響 

養育者を含む大人が乳児と相互作用する場面で，言語獲得前の乳児に話しかけるとき，自然

－ 5 －

今福：乳児期における発話知覚の機能およびメカニズムとその定型・非定型発達



に声のピッチが高くなり，抑揚のある韻律で話しかける (e.g., Fernald, 1992)。このような誇張

した大人の発話スタイルは，「マザリーズ」と呼ばれている。マザリーズは，文法や語彙レベル

が単純であり，ユニークな聴覚・視覚的特長をもつ。マザリーズの聴覚情報は，高いピッチ，

遅いテンポ，誇張されたイントネーションなどの特徴をもち (Fernald, 1985; Grieser & Kuhl, 

1988)，視覚情報は，調音ジェスチャーと社会的情動が誇張されるなどの特徴をもつ (Weikum et 

al., 2007)。では，マザリーズは，乳児の発達にどのような影響を及ぼすのだろうか。 

マザリーズは，Natural pedagogy 理論 (Csibra & Gergely, 2009) においても取り上げられ，大

人が乳児に対して自然に行う行動の代表例である。乳児は，大人の行動に含まれる顕示的シグ

ナル (Ostensive signals) を知覚検出することで，他者から学習をする準備状態に入るとされる。

顕示的シグナルの 1 つであるマザリーズが乳児の発話知覚に及ぼす影響については，主に聴覚

刺激を用いて調べられてきた。乳児は，対成人発話 (ADS; Adult-directed speech) よりもマザリ

ーズによる発話音声を選好し，9 ヶ月児ではマザリーズ聴取時に心拍数の減速を示す (Fernald, 

1985; Santesso, Schmidt, & Trainor, 2007)。この心拍数の減速は，マザリーズの発話音声に対する

乳児の情動反応に伴う注意の増加を反映している可能性が考えられる。加えて，マザリーズに

よる発話音声は，新生児および 4～13 ヶ月の乳児の脳皮質活動を上昇させることも明らかにな

っている (Naoi et al., 2012; Saito et al., 2007)。しかし，マザリーズの視覚情報の影響に着目した

研究は少ない。大人がマザリーズで乳児に話しかける際，発話の視覚情報も誇張されている点

は重要である。大人が乳児に対してマザリーズで発話する際と，大人に対して ADS で発話する

際の，大人の口の動きを 3D モーションキャプチャで計測した研究からは，ADS に比べてマザ

リーズで発話する場合において，大人の口の運動量が顕著に多いことが示されている (Green, 

Nip, Wilson, Mefferd, & Yunusova, 2010)。マザリーズに伴う視覚情報の誇張は，乳児にどのよう

な影響をもたらすのだろうか（今福・大橋・明和，2016）。この点についても，今後の研究が

待たれるところである。 

マザリーズによる発話は，乳児の言語獲得に寄与することも明らかになりつつある。例え

ば，母親の使用するマザリーズの母音空間が聴覚的に誇張されているほど，乳児の子音音声の

弁別能力が高くなる (Liu, Kuhl, & Tsao, 2003)。さらに，11ヶ月児または14ヶ月児と大人の1対

1の日常場面において，周囲にいる大人が誇張した発話を乳児に対して長時間使用するほど，

その後の乳児の語彙能力が高くなる (Ramírez-Esparza, García-Sierra, & Kuhl, 2014)。以上の知

見は，大人が乳児との相互作用場面において自然に使用する発話スタイル (マザリーズ) が，

乳児の発話知覚に影響し，言語発達を促進する可能性を示唆している。 

 

3-2. 音声産出への影響 

 社会的相互作用は，乳児の音声産出にどのような影響を与えるのであろうか。現在までのと

ころ，マザリーズの使用が乳児の音声産出を促すかどうかを直接的に検証した知見はない。た

だし，先述したRamírez-Esparza et al. (2014) の研究は，乳児の周囲にいる大人が，乳児に対し

てマザリーズを使用する時間が長いほど，乳児の語彙能力が高いことを示している。マザリー

ズが，乳児の音声産出に即時的にどのような影響を及ぼすのかを実証的に明らかにすること

も，今後の課題として重要である。 
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だし，先述したRamírez-Esparza et al. (2014) の研究は，乳児の周囲にいる大人が，乳児に対し

てマザリーズを使用する時間が長いほど，乳児の語彙能力が高いことを示している。マザリー
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マザリーズではないが，養育者の社会的フィードバック (乳児の発声に随伴的に応答するこ

と) が，乳児の音声産出の発達に影響する可能性が示唆されている点は興味深い (Goldstein et 

al., 2003; Goldstein & Schwade, 2008)。養育者が乳児の発声に対して共鳴して音声をフィードバ

ックすると，8ヶ月児および9.5ヶ月児は音声産出の頻度を増加させて，養育者の発話に含まれ

る音節 (母音または子音+母音を伴う音声) をより多く発声するようになる (Goldstein et al., 

2003; Goldstein & Schwade, 2008)。これらの知見は，乳児の発声に対する養育者の社会的フィ

ードバックが，乳児の音声産出を促進する可能性を示唆している。 

 

4. 発話知覚の定型・非定型発達 

発話知覚は，ヒトの言語獲得において重要な認知機能であることが示されてきた。では，発

話知覚が脆弱である場合，言語獲得にはどのような影響が生じるのであろうか。本章では，発

話知覚の脆弱性が報告されている対象である，自閉症スペクトラム症児および早産児の知見を

挙げ，上記について検討する。 

 

4-1. 自閉スペクトラム症における発話知覚および音声産出 

 自閉スペクトラム症 (ASD; autistic spectrum disorder) とは，社会コミュニケーションの障害，

限局した興味および常同行動の 2 つの主特性によって特徴づけられる発達障害である (APA, 

2013)。ASD 児は，発話に含まれる視―聴覚情報間の時間的一致性に対して敏感ではないこと

が報告されている (Bebko, Weiss, Demark, & Gomez, 2006)。Bebko らは，社会生活適応年齢を統

制した，4～6 歳の ASD 児，1～4 歳の定型発達児および 4～6 歳の発達遅延児を対象に，選好注

視法を用いて，「ボールの動き」と「ボールが跳ねる音」，又は「口唇部の運き」と「音声」の

視―聴覚情報が時間的に一致した動画および不一致した動画を画面の左右に提示し，その際の

児の視線反応を記録，分析した。その結果，定型発達児と発達遅延児は，どちらの種類の映像

の場合も，視―聴覚情報が一致した映像に対して視覚的な選好を示した。しかし，ASD 児は，

ボールの動きとボールが跳ねる音の一致性に対しては選好を示したが，口唇部の運きと音声の

一致性に対しては選好を示さなかった。発話に含まれる視―聴覚統合処理の脆弱性は，青年期

の ASD 者においても確認されている (Smith & Bennetto, 2007)。これらの結果は，ASD 児が，

身体運動に関連する口唇部の運きと音声という視―聴覚情報の統合処理に弱さを抱える可能性

を示している。 

また，生後 9 ヶ月の自閉症ハイリスク児 (ASD の診断を受けた兄姉がいる児) を対象とした

研究では，ローリスク児に比べて，マガーク効果が生じにくいことが明らかとなっている 

(Guiraud et al., 2012)。この結果は，発話に含まれる視―聴覚情報を統合する能力が，ASD 児に

おいて乳児期からすでに脆弱である可能性を示唆する。さらに，生後 6 ヶ月の自閉症ハイリス

ク児を対象とした研究では，後に ASD と診断された児において，他者が発話している映像を観

察時に顔の内部 (目，鼻，口) への注視時間が少ないことが明らかになった (Shic, Macari, & 

Chawarska, 2014)。このことは，ASD 者において，言語獲得に重要な乳児期に話者に対する注意

の向け方が非定型的である可能性を示す。 

一方で，ASD 児において，発話知覚のパターンが言語発達の程度と関連することが示されて
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いる (Falck-Ytter, Fernell, Gillberg, & von Hofsten, 2010)。Falck-Ytter らは，5 歳前後の ASD 児を

対象に，他者の表情を観察時の児の視線反応を視線追跡装置を用いて計測した。その結果，表

情の口領域を長く注視した児は，言語コミュニケーションのスコアが高いことがわかった。さ

らに，成人の ASD 者において，話者の口に対する注視時間が長いほど，対人適応のスコアが高

いことが示されている (Klin, Jones, Schultz, Volkmar, & Cohen, 2002)。ASD 者は，話者の口唇部

の動きを，コミュニケーションを行う際の手掛かりとして利用している可能性がある。 

発話知覚と同様に，音声産出の発達においても，ASD 児は乳児期からその遅れが報告されて

いる。ASD ハイリスク児とローリスク児を対象に，6，9，12 ヶ月時点で 5 分間の母子間相互作

用中の児の発声が調べられた。その結果，ハイリスク児はローリスク児に比べて，9 ヶ月の時

点で子音の発声が少なく，12 ヶ月児の時点で母音や子音を含む発声が少なかった (Paul, Fuerst, 

Ramsay, Chawarska, & Klin, 2011)。乳児期の音声産出は，1) 母語の音素を発声するための運動

パターンの獲得や，2) 周囲の大人との相互作用において非常に重要となる (Locke, 1989)。また，

先述した音声知覚の運動理論から考えると，音声産出の発達の遅れは，発話知覚の脆弱性とも

関連することが予想される。したがって，ASD 児の言語獲得の様相を明らかにしていく上で，

発話知覚と音声産出の双方の発達過程を同時に検証していくことが重要であろう。 

 

4-2. 早産児における発話知覚 

早産児 (在胎週数 22～37 週未満で出産した児) は，およそ予定日までの期間を，新生児集中

治療室 (NICU; neonatal intensive care unit) で過ごす。NICU 環境は，医療装置等からのノイズ音

や静寂の時間が多く，言語入力の機会が少ない (Caskey, Stephens, Tucker, & Vohr, 2014)。他方，

満期産児はこの期間を主に母親声を聴取しながら胎内で過ごす。このように，胎内・胎外経験

の大きく異なる早産児と満期産児では，言語発達の道筋は異なるのであろうか。 

近年のコホート研究では，早産児は満期産児に比べて，ASD リスクが高いことが報告されて

いる (e.g., D’Onofrio et al., 2013; Johnson et al., 2010)。1980～2001 年に出生した早産児では，満

期産児と比べた場合に，ASD の疾病率のオッズ比は在胎週数が短いほど高くなる傾向にあり，

在胎週数 23～27 週の児で 3.2  (95%信頼区間: 2.6～4.0) である (D’Onofrio et al., 2013)。また，

1990～2009 年の間に英語圏の早産児の言語発達を調べた研究をまとめたレビュー論文による

と，早産児は満期産児と比較して，言語を含む認知能力の発達が遅れるという報告が多くなさ

れている  (Barre, Morgan, Doyle, FRACP, & Anderson, 2011; Foster-Cohen, Edgin, Champion, & 

Woodward, 2007; Landry, Smith, Miller-Loncar, & Swank, 1997; Sansavini et al., 2011)。 

では，言語発達に関与することが知られている発話知覚は，早産児ではどのように発達する

のだろうか。早産児を対象に，発話知覚の発達過程を調べた研究は少ない。Field, Nawrocki, 

Martinez, Soutullo, and Gonzalez (1994) は，選好注視法を用いて，修正月齢 3，5，7 ヶ月の満期

産児と早産児を対象に，話者の口唇部の運きと音声が時間的に一致した映像と不一致した映像

に対する視覚的選好を調べた。その結果，満期産児は 3 ヶ月児および 7 ヶ月児の時点で，発話

に含まれる視―聴覚情報が不一致した映像に比べて，一致した映像を長く注視することが示さ

れた。一方で，早産児はそのような選好を示さなかった。このことは，7 ヶ月児までの期間に

おいて，早産児は満期産児に比べて，発話に含まれる視―聴覚情報の一致性を検出する能力が
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れている  (Barre, Morgan, Doyle, FRACP, & Anderson, 2011; Foster-Cohen, Edgin, Champion, & 

Woodward, 2007; Landry, Smith, Miller-Loncar, & Swank, 1997; Sansavini et al., 2011)。 

では，言語発達に関与することが知られている発話知覚は，早産児ではどのように発達する

のだろうか。早産児を対象に，発話知覚の発達過程を調べた研究は少ない。Field, Nawrocki, 

Martinez, Soutullo, and Gonzalez (1994) は，選好注視法を用いて，修正月齢 3，5，7 ヶ月の満期

産児と早産児を対象に，話者の口唇部の運きと音声が時間的に一致した映像と不一致した映像

に対する視覚的選好を調べた。その結果，満期産児は 3 ヶ月児および 7 ヶ月児の時点で，発話

に含まれる視―聴覚情報が不一致した映像に比べて，一致した映像を長く注視することが示さ

れた。一方で，早産児はそのような選好を示さなかった。このことは，7 ヶ月児までの期間に

おいて，早産児は満期産児に比べて，発話に含まれる視―聴覚情報の一致性を検出する能力が

脆弱である可能性を示唆している。また，早産児は，新生児期から音声 (聴覚) 情報処理が脳機

能レベルで満期産児と異なる可能性が報告されている。明和らの研究チームは，早産児と満期

産児の新生児を対象に，ヒトの発話音声を聴取している際の脳血流動態反応を，近赤外分光法 

(NIRS; near-infrared spectroscopy) を用いて計測した。その結果，早産児は満期産児に比べて，音

声刺激に対する脳血流動態反応の上昇が少ないことがわかった (Naoi et al., 2013)。今後は，早

産児を対象に，1) 生後早期の音声知覚や発話知覚の能力がどのように発達していくのか，2) 乳

児期の発話知覚が言語発達の予後とどのように関連するのかを，縦断的に慎重に検証していく

必要がある。他方，早産児の音声産出の発達過程に関する研究は，著者の知る限り行われてこ

なかった。この点についても，今後の検討課題である。 

 
おわりに 

本稿で議論してきた事項を 3 点にまとめ，最後に今後の発話知覚研究および言語獲得との関

連に関する研究について展望する。第 1 に，新生児～乳児期の発話知覚の発達に関する研究，

および発話知覚と言語獲得との関連について知見をまとめた。その結果，生後一年間で発話知

覚が発達し，それに伴い今度は話者の口唇部を注視するようになることがわかった。さらに，

生後 6 ヶ月の時点での話者の口唇部に対する注視傾向が，後の言語発達の程度と関連すること

が明らかになった。これは，聴覚情報に加えて，話者の口唇部という視覚情報を巧みに利用す

ることが，乳児の言語獲得に有益である可能性が考えられる。第 2 に，発話知覚の発達に関連

する要因として，自身の音声産出および社会的相互作用が果たす役割について検討した。その

結果，乳児期においては，調音運動 (音声産出) が発話知覚に影響することを示した知見があ

る一方で，発話知覚が自身の調音運動に影響する可能性を示した知見はない。また，発話知覚

と音声産出との関連性の背後にある脳神経メカニズムについて明らかにした知見は限定的であ

ることがわかった。また，社会的相互作用については，大人の発話スタイルが乳児の発話知覚

に及ぼす影響を調べる必要がある。第 3 に，発話知覚に脆弱性をもつ可能性のある ASD 児と

ASD ハイリスク児，および早産児の知見を挙げ，発話知覚と言語獲得との関連性について考察

した。その結果，ASD 児および早産児において，発話に含まれる視―聴覚情報を知覚処理する

能力が乳児期から脆弱である可能性が示唆された。 

従来の乳児期における言語獲得研究は，発話に含まれる聴覚情報の知覚のみに焦点を当てた

研究がほとんどであった。しかし，日常生活における乳児―大人の対面相互作用は，多感覚情

報を含んでいる。その中でも本稿は，乳児期における言語獲得を，視―聴覚情報の統合処理と

いうダイナミックな視点から検討した。さらに，発話知覚と音声産出との関連性について，脳

神経科学的知見を含めて検討することで，感覚―運動システムという感覚と運動を比較照合す

るシステムが両者の関係性を説明する重要な鍵となる可能性を示唆した。この感覚―運動シス

テムの発達が，乳児期以降の言語獲得にどのように寄与しているのかについては，今後検証し

ていきたい。また，ASD 児や早産児を対象に，発話知覚と音声産出の関係性やメカニズムを調

べることで，彼らの言語獲得の困難さや遅れについてより一層の理解を得られる可能性がある。

様々なプロフィールをもつ児を縦断的に観察することで，発話知覚および音声産出と言語獲得

との関連を明らかにすると伴に，脳機能計測法を用いることで脳神経メカニズムを踏まえて，

乳児期の言語獲得研究を展開する必要がある。 
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乳児期における発話知覚の機能およびメカニズムと 
その定型・非定型発達 

今福 理博 

発話知覚はヒトの言語獲得に寄与することが明らかになりつつある。また，発話知覚の脆弱性

と，言語獲得の困難さが関連している可能性も指摘されている。さらに，発話知覚は，音声産

出と関連することや，社会的相互作用の違いによって変化することが議論されている。ヒトの

発話知覚は，いつ，どのように発達するのだろうか。本稿は，(1) 新生児～乳児期の発話知覚の

発達および言語獲得との関連についての研究，(2) 発話知覚の発達に影響しうる要因を検証し

た研究，および(3) 発話知覚の脆弱性についての研究をまとめ，今後の研究の方向性について

論じた。 

 

Functions and Mechanisms of Speech Perception in Infants and  
the Typical and Atypical Development 

IMAFUKU Masahiro 

It is becoming clear that speech perception contributes to language acquisition in humans. In addition, 

relationships have been noted between speech perception vulnerabilities and difficulties of language 

acquisition. Furthermore, speech perception was shown to be associated with vocal production and to 

vary with social interaction. When and how does speech perception develop in humans? This paper 

presents a summary of (1) research on the relationship between development of speech perception from 

the neonatal period to infancy and language acquisition, (2) research on factors affecting development of 

speech perception, and (3) research on speech perception vulnerabilities, along with a discussion of the 

directions for future research. 

 

キーワード： 発話知覚，言語獲得，音声産出，感覚―運動システム，乳児期 

Keywords: Speech perception, Language acquisition, Vocal production, Sensory-motor system, Infancy 
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